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北海道知事杯
第18回北海道軟式野球選抜選手権大会
◆期間　平成30年9月22日（土）～24日（月）　◆会場　大沼球場
◆主催　北海道軟式野球連盟　　◆主管　稚内軟式野球連盟
◆参加予定数　14チーム260人

　4月21日～28日までスウェーデンで開催された、世界シニアカーリング選手権大会に稚内カー
リング協会所属の川村みゆきさんと小林陽子さんが出場しました。
　2月に名寄市で開催された全日本シニアカーリング選手権大会に「チームHokkaido」の一員とし
て出場し見事優勝して世界大会の切符を手にしました。
　川村さんは3年連続で、小林さんは選手兼コーチとして2年連続での世界大会の出場となりました。
　世界大会は16カ国が2ブロックに分かれて総当たりの予選リーグを行い、4勝3敗の4位で決勝
トーナメント進出はなりませんでした。
【２人のコメント】
　世界シニア大会に日本女子代表として参加してきました。世界16ヵ国が集まり氷上での熱い戦
いを楽しみました。今後も努力をして、更に上を目指したいと思います。 ストーンを投げる川村さん

　稚内高校3年生の木村稜さん（チームSeamore）が3月に新潟県の石打丸山スキー場で
開催された第36回JSBA（日本スノーボード協会）全日本スノーボード選手権大会のスロ
ープスタイル（オープンクラス女子の部）で優勝しました。オープンクラスには中学２年
生から４年連続で出場。過去の３大会は思い通りの成績を残すことはできませんでしたが、
今回の優勝で３位までに与えられる念願のプロライセンスを４回目の挑戦で獲得し、稚内
初のプロスノーボーダーが誕生する予定です。
　木村さんは6才からスノーボードを始め、11才からチームSeamoreに所属しメキメキ
と実力をつけて、中学１年生の時には全国大会（ジュニア女子の部）で準優勝、翌年から
は勝負の場を大人も参加するオープンクラスに移して日本トップレベルの中で鎬を削り今
回の全国優勝となりました。
　今後は9月頃にJSBAにプロ申請し今シーズンは稚内を拠点に本州などで行われるプロ
ツアーなどに参戦を予定しています。稚内出身のプロスポーツ選手といえば、野球のロッ
テマリーンズで活躍した大村巌さん（現千葉ロッテマリーンズ２軍打撃コーチ）や、サッ
カーのJ3リーグ長野パルセイロに所属している遠藤元一選手などがいますが、稚内を拠
点に活動するプロスポーツ選手の木村さんを皆さんで応援していきましょう。
　冬はこまどりスキー場や全道各地のスキー場でスノーボード漬けの毎日ですが、夏はシ
ーズンオフなので、基礎トレやトランポリンでのトレーニングで汗を流すと同時に、稚内
高校女子サッカー部にも所属し仲間たちとボールを追いかけています。サッカーでも非凡
な才能を発揮し、昨年の高体連女子サッカー大会では優秀選手賞にも選出され、大リーグ
ロサンゼルス・エンジェルスで活躍中の大谷翔平選手並の二刀流ぶりを発揮しています。
　木村さんは「ずっと目標にしてきた全日本優勝ができて嬉しいです。ここまでくるのは
大変だったけど、今まで関わってくれた沢山の人がいないと辿り着けなかったと思います。
これからはプロ戦で上手い人達と戦う事になるので、今まで以上に練習に励みたいと思い
ます。プロになるという自覚を持って頑張ります。」と語っています。

世界大会
出　場
世界大会
出　場

全道大会の開催案内全道大会の開催案内
　今年度稚内市を会場として開催する全道大会の日程をお知ら
せします。市民の皆さんの観戦と、地元チームにご声援くださ
るようご案内いたします。

稚内高校3年生の木村稜さん（チームSeamore）が3月に新潟県の石打丸山スキー場で

最北から全国の頂点に立つ！！
プロスノーボーダーへ！！
最北から全国の頂点に立つ！！
プロスノーボーダーへ！！

サッカーもこなすサッカーもこなす

空中で華麗に技を決める空中で華麗に技を決める

全日本選手権優勝全日本選手権優勝
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体協からの
お知らせ 市民対象別スポーツ教室開講市民対象別スポーツ教室開講
　緑体育館を拠点として２歳～４歳の未
就園の幼児とお母さん（お父さん）がコ
ミュニケーションを図り一緒にスポーツ
を楽しみます。

　●対象年齢　２歳～４歳
　●曜　　日　毎週火曜日
　●活動場所　緑体育館
　●時　　間　10:30～11:30
　●募 集 組　15組
　●受 講 料　3,650円

◆親子スポーツ教室

　総合体育館・市体育館・緑体育館は６月～９月まで休館日
なく、毎日開館しています。
　また7月～9月は総合体育館・市体育館は22時まで、緑体
育館は21時30分まで延長開館いたします。
　たくさんの方のご利用をお待ちしております！！

無休開館＆夜間延長開館してます！！ 日　時：7月14日（土）
　　　　9時30分から15時00分まで
場　所：稚内市少年自然の家、抜海港周辺
対　象：小学校1年生から6年生まで50名
参加費：500円
内　容：カニ釣り、うちわ作り
※詳しくは学校から配られるチラシをご覧ください。

わんぱく
チャレンジ夏
「海であそぼう」

　小学生を対象に、市内の体育施設や小学校体育館を利用して、色々なスポーツを体験したり、違
う学年のお友達ともスポーツに親しむ機会を提供します。

　スポーツの振興と地域の活性化図る目的で発足した、稚内市スポーツ合宿誘致推進協議会も発足９年目を迎え、稚内市が進めている合宿事業
が定着しつつあります。
　昨年度は10種目41団体1,060人延べ5,306人が、最北の地で厳しくて楽しい合宿でスキルアップしました。また、トレーニングがオフの日
には宗谷岬やノシャップ寒流水族館などで観光や、地元の新鮮な海産物を味わったり、お土産店で稚内銘菓や北海道限定商品などの買い物を楽
しんでいました。
　今年度も道内外から多くの団体（10種目40団体）が訪れる予定で、合宿期間中には指導者や選手による
小中高生を対象にした講習会を開催予定となっています。
　6月までの実績としては3種目3団体80人（延べ宿泊数305人）となっており、5年ぶりにプロフットサ
ルチームの「エスポラーダ北海道」や２年連続で「車いすバスケットボール日本代表」などが合宿を行いま
した。
　エスポラーダ北海道は、フィジカルトレーニングを中心として練習試合などを行い6月開幕のFリーグ（日
本最高峰のフットサルリーグ）に向けて練習に取り組んでいました。また、男子トップチームと共に妹分の
女子チーム「エスポラーダ北海道イルネーヴェ」も合宿に訪れ、こちらも6月開幕のWOMEN'S Fリーグ（日
本最高峰の女子フットサルリーグ）に向けてセットプレーの練習などでチーム力を向上させていました。
　「車いすバスケットボール日本代表」は７泊８日の長期にわたる合宿期間中には公開練習や紅白戦を行い
世界レベルのプレーを市民に見せてくれました。また、バスケットボール少年団員を対象とした車いすバス
ケットボール体験会を実施して市民との交流を図りました。
　今後は７月下旬～８月上旬には道内高校女子バレー部やアルペンスキ
ー、８月上旬～８月下旬には道内外の高校・大学の男女バスケットボー
ル部、９月上旬には道内大学バドミントン・バレーボール部、１月に高
校野球部、３月には道外バスケットボール部や道内卓球部が合宿に訪れ
る予定となっております。

◆ジュニアスポーツスクール

ジュニスポ（ティーボール）

学　年 会場 曜日 活動場所 時　間 募集人数 受講料

1・2年生

3・4年生

5・6年生

16:00～17:30

16:30～18:00

16:30～18:00
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北・南

東
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木

木

潮見小体育館
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東小体育館
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市体育館

緑体育館
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親子スポーツ教室・ジュニアスポーツスクール、定員に余裕があります親子スポーツ教室・ジュニアスポーツスクール、定員に余裕があります

2年連続で車いすバスケットボール日本代表！！
　　　 5年ぶりにエスポラーダ北海道が強化合宿！！
2年連続で車いすバスケットボール日本代表！！
　　　 5年ぶりにエスポラーダ北海道が強化合宿！！
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女満別高校野球部女満別高校野球部

エスポラーダ北海道エスポラーダ北海道

玉川大学バスケットボール部（昨年度）玉川大学バスケットボール部（昨年度）札幌大学バレーボール部（昨年度）札幌大学バレーボール部（昨年度）
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